












Report of experiential activities in the class of 
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04/03/1330231_01.pdf），最終閲覧日2017年4月21
日
６）加藤寿朗：「生活科教育の歴史」，小原友行・朝倉
淳共編著『生活科教育（改訂新版）』，学術図書出
版社，東京，pp.13-14（2010）
７）木村吉彦：『生活科の理論と実践』，日本文教出版，
大阪，pp.12-13（2012）
８）前掲書１），p.3
９）倫理的配慮として，本アンケートは匿名性を確保
するため無記名で行い，実施の目的と共に成績評
価に一切関係しないこと，また回答は任意である
ことをアンケート用紙に明記し口頭でも伝えた上
で，承諾する学生にのみ実施した。アンケートに
使用した調査用紙は，本稿末尾に掲載する資料を
参照。
10） 杉田かおり：「安全教育や生命教育を充実させる
こと」，木村吉彦編著『小学校　新学習指導要領
の展開　生活科編』，明治図書，東京，pp.49-53
（2008）
11） 生活科の内容構成について詳細は，前掲書１），
pp.22-23を参照。
12）現行の学習指導要領において生活科の内容（5）は，
「身近な自然を観察したり，季節や地域の行事に
関わる活動を行ったりなどして，四季の変化や季
節によって生活の様子が変わることに気付き，自
分たちの生活を工夫したり楽しくしたりできるよ
うにする。」と規定されている。詳細は，前掲書１），
pp.31-32を参照。
13）現行の学習指導要領において生活科の内容（6）は，
「身近な自然を利用したり，身近にある物を使っ
たりなどして，遊びや遊びに使う物を工夫して作
り，その面白さや自然の不思議さに気付き，みん
なで遊びを楽しむことができるようにする。」と
規定されている。詳細は，前掲書１），pp.32-34
を参照。
14）前掲書１），p.5
15）小林実・林明子：『かがくのとも傑作集　かみひ
こうき』，福音館書店，東京（1976）
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